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Research Abstract 本研究の⽬的は、構⾳障害を併せ持つ吃⾳児の発話特徴について、発話の⾮流暢性、構⾳、その他の発話特徴(発話速度等)について明らかにすることである。ま
た、これらの発話特徴の相違の背景要因を探る⽬的で、⾔語学習能⼒や性格傾向についての検討も実施した。対象児は、構⾳障害吃⾳児5名、吃⾳児9名の計14
名と、対照群(吃⾳も構⾳障害も持たない児)4歳児、5歳児、6歳児各12名ずつ計36名であった。発話データとして⾃由遊び場⾯15分と構⾳検査場⾯(⽇本⾳声⾔
語医学会と⽇本聴能⾔語学会編の構⾳検査絵カードを使⽤)を設定した。また、分析の観点として、⼤澤(1995)による⾳韻プロセス分析法、Conture(1990)に
基づく⾮流暢性発話分析法を採⽤した。発話データの分析には、デジタルビデオ(DV)及びデジタルオーディオテープ(DAT)を⽤いた。また、構⾳障害児1名、吃
⾳児5名については、それらに加えて、ITPA⾔語学習能⼒診断検査、TS式幼児・児童性格診断検査も実施し、⾔語学習能⼒、性格傾向についての分析も⾏っ
た。これらの結果、(1)構⾳障害吃⾳児の構⾳の誤りパターンが、発達に典型的な誤りパターンが多く⾒られる、(2)構⾳障害吃⾳児と吃⾳児間に吃⾳の重症
度、⾮流暢性発話のタイプの相違は⾒られない、(3)構⾳障害吃⾳児と吃⾳児間にその他の発話特徴の相違は特に⾒られない、(4)構⾳障害児、吃⾳児の中に
は、⾔語学習能⼒や性格傾向に問題を持つ児が存在する等の知⾒が得られた。
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